









ピジン ・ク レオール言語 とコー ドスイ ッチ ング








19世 紀 の比較言語学のよ うに 「言語変化」による 「新言語の発生」を系統論的な 「分岐」
と同義であると考えることは言語の通時態 の一面だけを見て他か ら目をそむけるに等 しい
態度であるとい うことについて、今 日では多 くの言語研究者が気付いている。下述のよ うな
言語接触にかかわる社会言語学の成果 に基づ く視点は、「複数 の言語の単語 が混ざることは
あっても文法が混ざることはない」とい う命題の当否にっいての正 しい答 を出す ことに繋が
る可能性を十分 に持 っていると考えるべ きである。そ して、こ うした観点は、特に中央アジ
アのよ うな多言語社会における言語の変化 ・発達や新言語の成立について考えるに当たって
はとりわけ重要 となるはずである。
1.1ピ ジ ン ・ク レオール 言語について
最近の言語学では社会言語学、とりわけ言語接触研究 とい う分野が隆盛の様相 を見せてお
り、特に、複数言語の接触による言語の ピジン化 とい う現象 と、クレオール語 と呼ばれる新
言語の発生が注 目を受けている。 ピジン、クレオール という用語は、概ね次のよ うに定義 さ
れ る。
ピジン(pidgin)(注3)一 共通語 を持たない人々の間に起 こる、あ る一定の限 られたコミュ
ニケーシ ョンの必要(例 えば交易や航海)を 満たすために生まれ る簡略化 された補助言語 を
「限定 ピジン」とい う。これが言語社会の母語にまではならな くても、多言語地域において
極めて重要な言語になってその有用性のために拡大 され、発生当時の限 られた機能を越 えて
使 われることもある。これ を 「拡大ピジン」とい う。ピジンの発生については、例えばプラ




る英語や フランス語 を簡略化 させて話 さざるを得ず、それ らを基盤 とした ピジンが発生 した
ような場合に限 られ 、単に2つ の言語の接触では起 こらない とい う考えもある。しかし後出
のロシア語 ・ノル ウェー語 ピジン(ル ッセノル スク)や ロシア語 ・中国語 ピジンといった、
主に2つ の言語の話 し手のみによって使 われた ピジンがかって存在 したことは、この考えが
正 しくないことを示す。
ク レオール(creole)一 ピジンがある言語社会の母語 となったもの。ピジンの話者たちが自分
の母語を使 って伝達できないよ うな立場に置かれた とき(例 えばプランテーシ ョンの奴隷で、
母語が相通 じない者 同士が結婚 して家庭 を築いた場合)、 あるいは、 ピジンがある言語社会
の共通語 として非常に便利になって拡大 され、市場や教会のみならず同 じ母語を持つ人々の
家庭でさえも使 われるようになった とき、その子供たちは 自分の第一言語の一つ としてピジ
ンを習得するようになる。そのような子供たちに とってそれは既に母語であるとい うことが
できる。この段階に達 したものをクレオール言語 とい う。これ はもはや完全な 「言語」であ
って、人間の経験のあらゆる分野を表現できるように語彙が拡大 され、より精巧な統語体系
が発達す る。
1.2ピ ジン、 ク レオールの特徴(英 語基盤 ピジン、ク レオールの例)
ここでは、まず地球上の広い範囲にわたって多 くの変種が分布 している英語基盤 ピジン ・
クレオールの うちネオメラネシア語(注4)(ニ ューギニア ・英語クレオール)と カメルー ン ・
ピジン(西 アフリカ ・英語拡大 ピジン)を 例にとって、ピジン化による文法の簡略化 とはい
かなるものであって、基盤 となった言語 とどのよ うに異なって しま うものかについて一瞥 し
てみることにす る。
1.2,1次 の表 に表れているように、名詞が屈折による総合的(synthe七ic)な 複数形 を持た
ず、すべて不変化である。複数性は、普通文脈か ら明 らかになる。
表1ピ ジン・クレオール語名詞における複数 性の表現の例






1.2.2代 名詞 については、英語の体系が縮小 され、主格以外の格 は脱落す ることが多い。
但 し、次の表2に おいて太字で示 したよ うに、標準英語にはない区別(2人 称における単数




表2ピ ジン ・クレオ ー ル 語 に お ける 人 称 代 名 詞 の 例
ネ オ メ ラ ネ シ ア 語 カ メ ル ー ン ・ピ ジ ン
入 称 複 数 人 称 単 数 複 数




[ト ッ ド1986:32よ り改 変 の うえ 転 載1(注5)
文 例:
(1)英 語:He/She/ltisnotcarryingabag.
ネ オ メ ラ ネ シ ア 語:eminokarimruksak
カ メ ル ー ン ・ピ ジ ン:inodikarikwa
(2)英 語:Wedon'tkrlowhowtoshootpigeons,
ネ オ メ ラ ネ シ ア 語:yumi(youandl)nosabishutbalus
mipela(meandothers)nosabishutbalus
カ メ ル ー ン ・ピ ジ ン:winosabishutpijon
(3)英 語:You(pl.)wenttoeat,
ネ オ メ ラ ネ シ ア 語:yupelagolongkaikai
カ メ ル ー ン ・ピ ジ ン:wunabingochop
[ト ッ ド1986=33よ り転 載1
1.2.3動 詞 は語 形 変 化 せ ず 、 名 詞 も不 変 化 な の で 主 語 ・述 語 の 形 の 一 致 は な い 。 時 制 や 継
続 性 は 、文 脈 か ら理 解 され る か 、 も し く は 副 詞 ま た は 、動 詞 の 前 に 置 か れ る語 句 に よ り示 さ
れ る。
表3カ メ ル ー ン ・ピジ ンに お ける動 詞 の 不 変 化 化 の例
英 語 カ メル ー ン ・ピ ジ ン 日本 語 訳
Iameatingatthemomentjosnauadichop今 食 べ て い る と こ ろ だ
Ihaveonlyjusteatenadongchopnaunau今 ち ょ う ど食 べ 終 わ っ た と
こ ろ だ
Iateyesterdayyestadeiabinchop昨 日食 べ た
1'lleattonlorrowtumoroagochop明 日食 べ よ う
Iwouldhaveeatenif...afodongchopif_も し～ なら食 べ た だ ろうに
[ト ッ ド1986:35よ り転 載]
1.2.4統 語 関 係 は 語 形 変 化 に よ る の で は な く、 語 順 に よ っ て 表 され る傾 向 に あ り、 そ の 結
果 、 ピジ ン化 され な い 標 準 的 な 言 語 よ り も は る か に 語 順 が 固 定 さ れ 、 厳 格 に 守 られ る。
-31一
ピジン・クレオール言語とコードスイッチングおよび中央アジアのリングァフランカとしてのロシア語にっいて
1.3遠 く離れ た ピジン ・ク レオール の間に見 られ る類似 につ いて
1.3.1英 語や フランス語を基盤 とす るピジンやクレオールは遠 く離れた地域で話 されてい
るにも関わらず語彙の類似 が著 しく、互いに通 じることす らよくあると言われ る。英語基盤
ピジン ・クレオールの語彙を比較 した表4を 見れば、その原 因は、このよ うな基本的な語彙
で さえ現地語ではなくて英語か ら取 り入れ られているとい うことであるこ とが一 目瞭然で
ある。
表4英 語基盤 ピジン ・ク レオール間の基本語彙の類似











[ト ッ ド1986:25よ り転 載1
1.3.2さ らに 、 英 語 基 盤 と フ ラ ン ス 語 基 盤 の 、 っ ま り基 盤 言 語 を異 に す る ピジ ン ・ク レオ
ー ル 間 に お い て す ら
、 奇 妙 な類 似 が 見 られ る こ とが あ る。
表5英 語 基 盤 と フ ラ ンス 語 基 盤 の ピ ジ ン ・ク レオ ー ル 間 に 見 られ る 奇 妙 な 類 似 の 例(1)
英 語 カ メ ル ー ン ・ フ ラ ン ス 語 ハ イ チ ・ク レ オ 日本 語 訳
ピ ジ ン ー ル
he/sheisbiggeribigpasyuil/elleestplusligropasu彼/彼 女 は あ な
thanyougrosquevousた よ り大 き い
[ト ッ ド1986=26よ り転 載]
こ の例 で は 、 カ メル ー ン ・ピジ ン は 英 語 基 盤 、ハ イ チ ・ク レ オ ー ル は フ ラ ン ス 語 基 盤 で あ
る に も 関 わ らず 、 英 語 のthanに 相 当 す る語 と して 同 じpasと い う語 が 用 い られ て い る。
表6英 語 基 盤 と フ ラ ン ス 語 基 盤 の ピ ジ ン ・ク レオ ー ル 間 に 見 られ る 奇 妙 な 類 似 の 例(2)
英 語 ク リオ語 フ ラ ン ス語 セイシ ェル 語 日本 語 訳
it'snotveryinotuhadcen'estpasipatrodi丘silそ れ は さ し て
hardtrbsdifificile難 し くは な い
[ト ッ ド1986:26よ り一 部 改 変 の うえ転 載(注6)]
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この例では、否定文中で用い られた英語のveryお よびフランス語のtr6s(い ずれ も肯
定文では 「とても」の意味だが、否定文 中では 「さして(… ない)」 の意味になる)に 対
応す る語が英語too、 フランス語trop(い ずれ も 「あま りに も」の意味)に 由来する語 に
なってい る。
2西 欧語基盤 ピジ ン ・ク レオール諸 語間の相互 類似の原 因をめ ぐって
この奇妙な類似 の原 因を説明す るために、幼児語説、独立平行発達説、航海用語説、単一
起源説、語彙入れ替 え説、総合説(「 言語は根本的に似てお り、単純化 の過程 も似ているた
めに、ピジン・クレオールも似 る」、「ピジン、クレオール の構造が簡単であるとい うことは、
言語本来の普遍的制約による」との考 え)な どの諸説が提示 されてきた。これ らのいずれも
ある程度の説得力 を持つもので あると言 うことはできるに しても、そのいずれを取ってみて
もこの基盤言語を異にするピジン・ク レオールの間にまで見 られ る奇妙 な類似にまで至る硯
象 をそれだけで網羅的に説明す るに足 るもの とは考 えにくい。しか し、こと英語、フランス
語、ポル トガル語、オランダ語、スペイン語 といった西欧諸語 を基盤 とす るピジン ・ク レオ
ールに限って考えると、「単一起源説+語 彙入れ替 え説」が他 と比べて重要な意味を持っ可
能性が高い。
2.1単 一起源 説+語 彙 入れ 替え説について
トッド[1986=66-76]に よれば、この説は、次頁の図1に 示す ように、西欧諸語基盤 のピジ
ン ・クレオールはすべて15世 紀のポル トガル語 ピジンか ら派生 したと考 え、 さらに、この
「ポル トガル ・ピジン祖語」にっいて、中世の十字軍兵士や地中海沿岸の商人たちが話 して
いた、主 にイ タリア語語彙 を基盤 とする混成語であるサ ビール語(リ ングァ ・フランカ)の
名残 りであった と考えるものである。このサ ビール語 自体が動詞の不変化化な ど近代の接触
言語 と共通す る簡略化の性質をすでに持っていたのだが、15世 紀になってポル トガル人た
ちが西アフ リカの沿岸を航海 したとき、彼 らはポル トガル語 の影響 を受けたサ ビール語を話
したであろ うし、西アフ リカの人々が最初に覚えた ヨー ロッパ語はこの言語であって、それ
が 「ポル トガル ・ピジン祖語」 となった と考えることができる。そ してその後の16世 紀以
降にはポル トガル の勢力 が弱まってこの地域に来航す るヨー ロッパ人がポル トガル人か ら
スペイ ン人、オランダ人、フランス人、イギ リス人に代わった。それ らの人々も最初はこの
ポル トガル語 ピジンを話 さざるを得なかったが、さらにその後、このピジンの語彙がこれ ら
の国々の人々が話す、地域 と時代によって異なる西欧語のそれに置き換 えられていったため
に、様 々なピジン ・クレオール諸語が発達 した とこの説では考えるのである。さらにポル ト
ガル人は、例えば 日本に来航 した最初 のヨーロッパ人であることか らも明 らかなように、ア
ジアにも早い時期に至っていたので、この 「ポル トガル ・ピジン祖語」がアジア ・オセアニ
アの 「中国沿岸 ピジン英語」やその近代 にお ける後喬である「ビーチラマー(Beach-la-Mar)」
や 「ネオメラネシア語」(ニ ューギニア)等 の英語系 ピジン ・クレオール諸語の原型 となっ
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た 可 能 性 もあ る 。 実 際 、 トッ ド[1986:69-70]に は 、17-19世 紀 に 、 ア フ リカ の 海 岸 沿 い や 東
洋 、西 イ ン ド諸 島 な どで リ ン グ ァ フ ラ ン カ と 「ひ どい ポ ル トガ ル 語 」(bastardPortuguese)
と呼 ば れ る言 語 が 話 され て い た こ と を示 す 記 録 が い くつ か 引 用 され て お り、こ の 「ポ ル トガ
ル 語 ピジ ン が す べ て の 西 欧 語 ピ ジ ン の 原 型 とな っ た 」 とす る 説 は 、一 見 して 思 わ れ る ほ ど荒
唐 無 稽 で は な い。 そ して 、 こ の 説 に 従 え ば 、 英 語 ピ ジ ン 、 フ ラ ン ス 語 ピ ジ ン と い う もの は
、
よ り正 し く言 え ば 「英 語 化 ポ ル トガ ル 語 ピジ ン 」、 「フ ラ ン ス 語 化 ポ ル トガ ル 語 ピ ジ ン」 で あ




2.2英 語基盤 ピジンに見 られ るポル トガル語系語彙
あるピジン言語において、例 えばポル トガル語語彙か ら英語語彙への大規模な入れ替 えな
どとい う現象が容易 に起 こるとい うことは、確かに通常考えにくい ことである。しか しなが
ら、この説によって しか説明できない現象が現に存在することもまた事実なのである。
トッ ド[1986:30]は 、英語 ピジン、英語 クレオールについて 「その語彙 の中核 を英語か ら
取 り入れてい るために、語彙の面で互いに似てい るのであるが、もう1つ 共通す る類似点は、
それ らすべてがポル トガル語起源の単語 をいくつかもっていることであ る。ほとん どの場合、
ポル トガル語の要素は数パーセン トであるが、ス リナムのクレオールであるサラマ ッカン語
(Saramaccan)の ように、約30%に 達するものもある。例えば、どのピジン英語、クレオ
ール英語 にもknow(知 る)に 対 してsaberを 、little(小 さい)と かoffspring(子 孫、子
供)に 対 してpequenoと い う形がある(注7)」 とい う驚 くべ き事実を指摘 している。
1.2.2に おいて、英語の代名詞 にないinclusive/exclusiveの 対立がネオメラネシア語にお
いて発生 している例 として次の文例を示 し、この現象が現れていないカメルーン ・ピジンと
対比 して示 した。この例において、ネオメラネシア語 とカメルーン ・ピジンの双方で英語の





カメルー ン ・ピジン ニwinosabishutpjjon
また一方で、古代におけるローマ帝 国の膨張や アレクサン ドロスの遠征、また中世ではチ
ンギス ・ハーンとその子孫 らによるモンゴル帝国の膨張な どを引き合いに出すまでもなく、
人類 の歴史において民族 の移動、他民族の征服、それ によって発生 した互いに言葉の通 じな
い諸民族 の接触、さらには支配的な民族によって捕獲 された諸々の異民族の人々の奴隷化 と
いった現象は大航海 時代よ りもはるか以前か ら存在 していた ことは明 らかであ り、それゆえ、
ピジンやク レオール言語の発生 とい う現象が大航海時代以降に限 られると主張すべき根拠
はもちろんない。 したがって、「単一起源説+語 彙入れ替え説」の主張す る 「ポル トガル語
ピジンがすべての西欧語 ピジンの原型 となった」 とい う命題が仮に真実であった として も、
それが大航海時代以前の言語接触について、あるいは大航海時代以降であってもポル トガル
語や ポル トガル語 ピジンお よびその後喬である とされ る諸西欧語基盤の ピジン・ク レオール
諸言語 とは無関係の言語接触において発生 したピジン・クレオール諸言語について如何な る
説明能力 も有 しないのは 自明のことである。それゆえ、この説 が妥 当す るのは大航海時代以
降の西欧諸国による植民地争奪に関係 して発生 したピジン・クレオールの相互類似について
だけであるのは言 うまでもない。そ して何 よりも、言語の語彙 がごく少数 の例外を除いてポ
ル トガル語起源 の語か ら英語や フランス語起源の語へ入れ替 わって しま うな どとい うこ と




3非 西欧語基盤 の限 定 ピジ ンの例
3.1ル ッセ ノル スク(Russenorsk,ロ シア語 ・ノル ウ ェー語 ピジ ン)に ついて
ここでは、大航海時代以降次々に覇権が移っていった西欧諸国によるアフ リカ、アメ リ
カ、アジア、オセ アニアの植 民地化 と無関係の言語接触によって発生 したピジンとして ロシ
ア語 ・ノル ウェー語 ピジン(「ル ッセ ノルスク1)を 例 に、ピジン言語、とりわけ限定ピジン
とはいかなる特質を持つものであるかを浮 き彫 りに したい。
ル ッセノルスクとは、19世 紀初 めか ら20世 紀のuシ ア革命 に至るまでの時代 にバ レンツ
海海域で、商人、漁師、船員により、特に沿海部のロシア人 とバランゲル ・フィヨル ドのノ
ル ウェー人の問の交換貿易の場での コミュニケーシ ョンに用いられたピジン言語である。ベ
リコフ、クルィシン[BeπbRoBB.セL,KpblcHHJI.H.2001=126-130]に よれば、ル ッセ ノルス
クには他のピジンと異なる次の ような特徴があった(下 線は柳 田による)。
1)知 られ ている約400の 語彙 のほぼ半分がノル ウェー語 、ほぼ3分 の1が ロシア語起源
であった。つまり、2つ のほとん ど同権的な語彙供給言語が存在 した。 ロシア人はこのピジ
ンをノル ウェー語だ と考 え、ノル ウェー人はロシア語だ と考えていた とい う報告があ る。こ
れ は、18世 紀前半から用い られ始めた中国語 ・ロシア語 ピジンにおいても同様であった。
2)同 じ意味を表す、ロシア語 とノル ウェー語起源 の同義的な二重語(doublet)が 数十個
も存在 してお り、ロシア人はノル ウェ・一語起源の語を、ノル ウェー人はロシア語起源 の語を
使 う傾向があった。
3)ル ッセ ノルスクの多 くの語彙 は二重の語源を持つ。つま り、ロシア語 とノル ウェー語 に
同 じ度合いにおいて帰せ られ得 るか、明 らかに一方の言語に由来する場合でも、他方の言語
によっても十分に語源学的に支持を受け られ る。
ル ッセ ノルスクは、〈《Moa-m・TBO∬》}「おれはお前のや り方で(話 す)」 とい う別名を持っ
ていたほ どで、この ピジンの成立には別の言語 の母語話者間での社会的なパー トナーシ ップ
の認識 と、独特な形で表 された丁寧の原則が働いていた と考え られ る。このことも上出の中
国語 ・ロシア語 ピジンと共通の現象であった。この点が、遠 く離れたニューギニア、カメル
ーン、ジャマイカの拡大 ピジンやクレオールの語彙が互いに酷似 しているほど話者 の本来の









～ し よ う で 私 の 船 茶 を 飲 む(私 の 船 で 茶 を 飲 も う
。)
(3)Korjuikkepaamojamokkakladi?
な ぜ あ な た は な い に 私 穀 粉 持 って く る
(な ぜ あ な た は 私 に 穀 粉 を 持 っ て こ な か っ た の か 。)
[Be"BKoBB,H,,KpLicvaHJI.H.2001:129]よ り 引用]
ベ リ コ フ 、ク ル ィ シ ン[BeJibKoBB .PL,KpLiczHJI.H.2001:129]に よ れ ば 、例 文(3)に 現 れ
る否 定 語ikkeの 位 置 は ロ シ ア 語 と も ノル ウ ェー 語 と も大 き く異 な る が 、 フ ィ ン ラ ン ド語 で
は普 通 な の で 、 そ の 影 響 で あ る と考 え られ る とい う(注8)。 こ の ピ ジ ン言 語 の 知 られ て い る
約400の 語 彙 の う ち ほ ぼ 半 分 が ノル ウ ェー 語 、 ほ ぼ3分 の1が ロ シ ア 語 起 源 で あ っ た こ と
は先 述 の 通 りで あ る が 、 そ の 他 に 、数 十 の 語 彙 が 英 語 、低 地 ドイ ツ 語 諸 方 言 、 ス ウ ェー デ ン
語 、 フ ィ ン ラ ン ド語 、サ ー メ語(旧 称 ラ ップ 語)か ら こ の言 語 に 供 給 され た こ と が 明 らか に
な っ て い る[BeJIBKoBB.H"KpLIcHHJLII.2001=128]。
上 に 略 述 した ベ リ コ フ 、クル ィ シ ン に よ る ル ッセ ノ ル ス ク の 特 徴 に 関 す る記 述 の うち 、西
欧 語 基 盤 の ピ ジ ン ・ク レオ ・一・ル との 対 比 に お い て 、 外 見 上 最 も顕 著 な 差 異 は1)の うち で 下
線 を施 した 部 分 で あ る。 しか し 、2)と3)の 下 線 部 は 、 実 は 、 こ の 特 異 な ピジ ン に 固 有 の
現 象 な ど で は な く、先 述 した 諸 西 欧 語 基 盤 ピ ジ ン ・ク レオ ー ル の 発 達 過 程 に お け る 「語 彙 入
れ 替 え 」 と い う、常 識 で は信 じ難 い 現 象 と相 通 ず る 要 素 で あ る と考 え る べ き な の で あ る。 こ
れ は 、 ピ ジ ン ・ク レオ ー ル 言 語 の 発 達 を 考 え る上 で 極 め て 重 要 な こ と で あ る。
3.2ル ッ セ ノ ル ス ク に お け る 二 重 語 と そ の 役 割
ベ リ コ フ 、 クル ィ シ ン[BeπLKoBB』.,RpHcHHJI』.2001:127-128]1ま 、ル ッセ ノル ス ク
に お け る二 重 語 の 例 と して 下 表 の よ うな 対 を 挙 げ て い る。
表7ル ッ セ ノ ル ス ク に お け る 二 重 語
ロ シ ア 語 起 源 ノル ウ ェ ー 語 起 源 日本 語 訳
skasisproekom話 す 、 言 う




njetikke(英 語notに 相 当 す る否 定
語)
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そ して 、 ベ リ コ フ、 ク ル ィ シ ン[BeJibKoBB.M.,KpLlcvaHJ1.1[.2001:129]が 「ロ シ ア 入 は
ノ ル ウ ェ ー 語 起 源 の 語 を 、ノ ル ウ ェ ー 人 は ロ シ ア 語 起 源 の語 を使 う傾 向 が あ っ た 」 旨 を 記 し
て い る こ とは と りわ け重 要 で あ る。 これ は 即 ち 、 これ ら の 二 重 語 が 存 在 した の は 、母 語 の 通
じな い 話 し相 手 に 自 らの 言 わ ん とす る こ と を 通 じ させ る た め に で あ っ た こ と を端 的 に 物 語
っ て くれ る か らで あ る。
ま た 、 ベ リ コ フ 、 ク ル ィ シ ン[Be∬bKoBB.ld.,KpBicvaHJI.II.2001:127-128]が 「ル ッセ ノ
ル ス ク の 多 く の 語 彙 は 二 重 の語 源 を 持 っ 。っ ま り、ロ シ ア語 と ノル ウ ェ ー 語 に 同 じ度 合 い に
お い て 帰 せ られ 得 る か 、明 らか に 一 方 の 言 語 に 由 来 す る 場 合 で も、他 方 の 言 語 に よ っ て も十
分 に 語 源 学 的 に 支 持 を 受 け ら れ る 」 とい う主 張 の 例 と して 挙 げ て い る の は 上 出 の 二 重 語
dobra/bra,tovara/varaの 他 に 、 次 の 表 に あ る よ うな 語 で あ る。
表8ル ッセ ノ ル ス ク に 見 られ る 「二 重 の 語 源 」 を 持 つ 語 の 例
ル ッセ ノル ス ク ロ シ ア 語 ノル ウ ェ ー 語 日本 語 訳




ljugomIgat,(∬raTb)Iyve嘘 を つ く
確 か に 、ル ッ セ ノル ス ク の こ う した 語 彙 は 、 ロ シ ア語 ・ノル ウ ェー 語 い ず れ の 話 者 に と っ
て も事 実 上 上 で 述 べ た 二 重 語 と 同 じ よ うに 感 じ られ 、同 じ役 割 を 果 た し て い た と言 うこ とが
で き る で あ ろ う。
3.3「 限 定 ピ ジ ン 」 の 特 質
ル ッ セ ノ ル ス ク は ロ シ ア 革 命 に 至 る ま で バ レ ン ツ 海 の 海 上 や 港 々 で か な り広 く用 い られ
て い た と は言 っ て も 、 ベ リ コ フ 、 ク ル ィ シ ン[BeπLKoBB.".,]KpbicHHJI」 」.2001:126-130]
に掲 載 され て い る 当 時 の 言 語 資 料(主 に ノル ウ ェ ー 人 の 非 専 門 家 に よ る 文 字 記 録)に あ る例
文 は 交 易 に 関 す る も の に 限 られ 、こ れ を 見 る 限 り、ル ッセ ノル ス ク が そ れ を 母 語 とす る人 々
か ら な る言 語 社 会 の存 在 を必 要 条 件 とす る ク レオ ー ル の 段 階 に 達 して い な か っ た の は も ち
ろ ん の こ と 、日常 生 活 の あ らゆ る 場 面 で 用 い られ る 「拡 大 ピジ ン 」の 段 階 に も達 して お らず 、
「限 定 ピ ジ ン 」の 段 階 に 留 ま っ て い た こ とが 明 ら か で あ る と考 え る べ き で あ る。記 録 が 残 っ
て い る僅 か400語 の 中 に こ の よ うに ロ シ ア 語 起 源 と ノル ウェ ー 語 起 源 の 二 重 語 が 豊 富 に 存
在 し、 しか も 、二 重 語 で は な くて も ロ シ ア 人 に も ノル ウ ェ ー 人 に も 理 解 しや す い よ う な特 異
な 語 が 記 録 され て い る とい うこ と は 、即 ち 、ル ッセ ノル ス ク が 両 言 語 の い ず れ と も異 な る 文
法 規 則 と語 彙 を持 つ 言 語 で あ っ た と して も、あ く ま で も そ れ らの 話 者 の うち 極 め て 限 定 され




おいて、限定 ピジンは通常の 「自然言語」や、もはやそれを母語 とす る言語社会が発生 して
しまったクレオール言語 と大きく異なるのである。
限定 ピジンとはこのように限定的かつ明確な 「目的」を持っ言語であ り、それ ゆえにこ
そ限 られた数の語彙の うちに多 くの二重語の存在を許すよ うな許容性 と可塑性を持っ ので
あって、それゆえ、もし仮 に社会主義革命によるロシア人の退潮 と引き替 えにロシア人 と同
じくノル ウェー人 とは母語間で意思疎通 が不可能なフィンラン ド人がその地位 を襲 うなど
とい う現象があった とした ら、ル ッセノルスクの二重語の うち多くはノル ウェー語 ・ロシア
語起源か らノル ウェー語 ・フィンラン ド語起源のものに取って代わ られた可能性が高かった
だろ うな どと想像 しても、そ こにはさほどの無理はないであろう。
4西 欧語基盤 ピジンの 「語彙 入れ 替え」
4.1「 語彙入れ 替え」の実例
トッ ド[1986:72-741は 、 「語彙入れ替え」を英語 クレオール と考え られているス リナムの
サ ラマ ッカン語、中国沿岸 ピジン英語の近代の支流であるビーチラマー、シエ ラレオネの英
語ク レオールであるク リオ語を題材 に説明している。 トッ ド[1986:72]に よれ ば、ス リナム
のサラマ ッカン語は英語ク レオール と考 えられてはいるが、その語彙 には多くのポル トガル
語要素が含まれ、実に30%が 直接ポル トガル語 に由来するとい う。そ してこのことの原 因
を トッドは、サ ラマ ッカ ン語は元々ポル トガル語基盤のクレオールであったものが、英国の
ス リナム領有によって英語への語彙入れ替えが進んだが、1667年 にス リナムが英国か らオ
ランダに割譲 され、英語の影響か ら切 り離 されたことによってそれが完全には進まなかった
か らであると説明す る。確かに、旧オランダ植民地で英語系のクレオールが話 され、しか も、
その語彙 に非常に多 くのポル トガル語起源 の語 が含 まれ るとい う事実は、このよ うに しか説
明できないと思われ る。
一方
、ニューカ レドニア島は1774年 に英国の探検家クックによって発見 され 、ヨー ロッ
パか ら主に白檀を 目当てに した貿易商や英国のプロテスタン ト宣教師団、フランスのカ トリ
ック宣教師団が来航 していたが、1853年 にナポレオン3世 によって領有宣言がなされて仏
領 となったとい う歴史 を持っ。 トッ ド[1986:72]に よれば、ニューカ レドニア島においては
1853年 のフランス統治開始によってフランス語が公用語になるとそこで話されていた英語
ピジンであるビーチ ラマーが排除 され、フランス語 ピジンが徐々に発達 していったが、その
様相について 「ビーチラマーの語彙が徐々に置 き換え られてその核が作 られ、長い間、その
語彙のなかに英語 ・フランス語 ・土着の単語の混合がみ られたようだ」とい うワーム(Wurm,
S.A,1971,Pidgins,Creoles,andLingueFranche,Ou.rrent7}endsinLinguisties,vol.8,
edT.Sebeok,pp.999・1021)(注11)の 言葉を引用 して説明 している。つま り、仏領 となった
か らといって英語ピジンが駆逐 されて しまった とい うわけではな く、長い時間をかけて徐々
にその語彙がフランス語 に置き換えられてフランス語 ピジンとなった とい うのである。この
一39-一
ピジン・クレオール言語とコードスイッチングおよび中央アジアのリングァフランカとしてのロシア語について
過程 において、上出のル ッセ ノルスクにおいて存在 したのと同 じよ うに、(英 語系の語 とフ
ランス語系の語のペアか ら成 る)「 二重語(doublet)」 が豊富に存在 した時期が存在 した と
考えるのはむ しろ自然な ことであろ う。
さらに、 トッ ド[1986:73]は 、西アフ リカのシエ ラレオネで話 されている英語系ク レオー
ルであるクリオ語(こ こではそれ が元来はポル トガル語 ピジンであった と認 めるとして)に
実際に存在す る 「二重語」の例 として次の表を提示 している。
表9ク リオ語における二重語の例





4.2限 定 ピジンの可塑性 による語彙入れ替 えの実現
トッ ド[1986:73]は 、上述のク リオ語を例 とした説明を 「ピジンが この段階に達する と、
新 しい語彙項 目が必要になれば、引き続 き権威語に 目がむけ られ、この場合は、英語か ら語
彙 を取 り入れ るのである」と結ぶ。つま り、西アフ リカにおける 「ポル トガル語 ピジン→英
語 ピジンゴとい う変化にせよ、ニューカ レ ドニアにおける 「英語 ピジン→フランス語 ピジン」
とい う変化 にせ よ、新たな権威語(前 者では英語、後者ではフランス語)の 話者である西欧
人 と現地人 とが話す際に、当初において、現地人は既 にそこで話 されていた西欧語基盤 ピジ
ンを話す以外の方途はなく、また新たな権威語の話者たる西欧人も時にはその現地の ピジン
を覚える必要があったであろ うが、現地人の側は当然に新たな権威語の語彙を覚えて使 う必
要 に迫られ ることになる し、それ ゆえに徐々に新たな権威語 の語彙がそのピジンに入 り込み、
ク リオ語の ように二重語が存在す る状態を経て語彙入れ替 えが完成に向か うとい うわけで
ある。 「語彙入れ替え」 とい う説 は一見突拍子 もない荒唐無稽 な考えであるかのよ うな印象
を与えるが、しか し、ル ッセノル スクのように2っ の言語が同権的に接触 した結果発生 した
ピジンにおいて特に二重語 の存在が際だつ とい う事実は、この 「語彙入れ替え」とい う考 え
にかえって現実的な支持を与えて くれる と考えてもよいであろう。
4.3新 たな言語 接触 による拡 大 ピジ ンか ら限定 ピジンへの逆行 と二重語の発生
バ レンツ海にお けるノル ウェー人船員 とロシア人船員のよ うに互いに対等の敬意を払 う
ために(相 手が 日常話 してい る言語だ と相互 に誤信 した)ル ッセノルスクとい うピジンを使
うような関係 と、西アフリカやオセアニアの植民地における新来の支配的西欧人 と現地人の
よ うに社会的なカの優劣が明確な関係 とは対極 的なものであることは間違いない。しか しそ
れでも、2人 の話 し手がいずれも自分の母語 とはかけ離れたピジンを唯一のコミュニケー シ
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ヨンの手段 にして話 さざるを得ないような場合 には相手に通 じるよう努力 しなければな ら
ない とい う点で上記の両者間に違いはなく、それゆえに二重語が発生する余地が生ず るのだ
と考 えるべきなのである。言い換えれば、新たに覇権 を握った国か ら来た ヨー ロッパ人 と現
地人 との間には確かに支配 ・被支配の関係があ り、その点ではバ レンツ海のロシア人船員 と
ノル ウェー人船員の場合 とは大き く異なる。しか しなが ら、例えば英語基盤 ピジンが話 され
ていたニューカ レ ドニアに来たフランス人に とって現地人 と辛 うじて意思疎通ができる唯
一の手段 はヨー ロッパ系の語彙を持つ とはいってもフランス語 とはかけ離れた英語 ピジン
であって、また同時に、既に英語 ピジンに相当程度熟達 していた現地人島民に とってもそれ
がよく通 じないフランス人 との会話は新 たな言語接触そのものであったはずであ る。そ うで
あれば、もし仮 にこの地域で英語 ピジンが既 に拡大 ピジンの段階に至っていた としても、新
たな言語接触が起 こればそれは再び ピジン化 を始め、別の言語 を基盤 とす る限定 ピジンに逆
戻 りせ ざるを得 ないのである。そ こで旧来の英語 ピジンに変化が生 じてフランス語 と英語 ピ
ジンの(「 英語の」ではなく)語 彙による二重語が数多く存在す る、ル ッセノルス クに似 た
限定 ピジンの段階に至ることになる。そ してついには、次第 に権威語であるフランス語の語
彙が英語 ピジンの語彙を押 し出 していき、ニューカ レドニアのフランス語 ピジンが形成 され
たのだとい うことになる。
もちろん、二重語が数多く存在す るような状態が長続 きす ることは想定 しにくい。ル ッセ
ノルスクや中国語 ・ロシア語 ピジンは政治的変動によって使 う場がなくなったとい う非言語
的理由で消滅 して しまったが、西アフリカやニューカ レ ドニアにおいては新たな権威語への
語彙入れ替えが徹底的に進み、旧権威語はその痕跡のみを留 めるにすぎなくなって しまった
のである。
5中 央ア ジア諸言語の研究へ の応用可能性
しか し、もしル ッセ ノルスクや 中国語 ・ロシア語 ピジンが消滅せ ざるを得ないような政治
的変動がその 当時に起 こらなかった ら、これ らの ピジンはその後 どのよ うな変化を遂げたで
あろ うか。世界の大部分の地域は遠い昔から多民族 ・多言語社会であ り、しかも、異民族の
征服や大規模な民族移動 などとい う現象は歴史上繰 り返 し起 こってきた、少 しも珍 しくない
現象である。それゆえ、実の ところは、大航海時代から近代にかけての西欧語基盤 ピジンに
起 こった語彙入れ替 えと似 た現象 も、またル ッセノルスクのように2つ の言語の 「同権的」
な接触によってピジン言語が発生 した例 も世界中で枚挙にい とまのないほ ど数多 くあった
はずなのである。
中央アジアとい う典型的な多言語使用社会における各民族 による母語以外の言語の使用
状況に現れ る差異を考察す るためには、各民族の人 口比、国家による言語政策 と学校 での言
語教育とい う極めて重要な要因を考慮す ることが最も重要であることは明らかである。しか
し、ウズベ ク語、タジク語、キル ギス語、カザフ語、 トゥル クメン語 といった話 し手の多い
言語 についてであれ、話者数においては相対的に極少の言語である朝鮮語や ドゥンガン語 に
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ついてであれ、中央アジアで話 されている言語がどのような変化を被 ったのか とい う、より
深い次元においては、こ うした視点からの考察が重要になってくる可能性がある。中央アジ
アで ロシア語 による強力な学校教育が普及 しだ したのは明 らかにスター リン時代以降のこ
とであるが、それ以前か らこの地域 では多 くの民族がモザイク状に散居 してお り、ある小言
語社会が母語では意思疎通不可能な異民族 に支配 された結果支配民族 との間ではその優勢
言語 をピジン化 させたものを話す ようにな り、さらに数十年 ほ ど後 になってまた別 の異民族
に支配 され ることになって前の権威語の ピジンを使 って 日常の コミュニケーシ ョンを行 う
うちにそのピジンの語彙が二重語状態を経て新 しい権威語のそれ に入れ替わ り、っいにはそ
れが クレオール化 してその言語社会の母語 となるとい うニューカ レ ドニアや西アフ リカ と
同様の現象が この地域での長い歴史上繰 り返 し起こっていても不思議 はないはずである。
中央アジアのよ うな典型的な多民族社会にお ける言語の変化 ・発達お よび新言語の発生 と
い う現象について考 えるに当たっては、例 えば 「ウズベ ク語、カザフ語、キルギス語 、 トゥ
ル クメン語はいずれ もチュル ク語であるのに対 してタジク語はイン ド・ヨー ロッパ語族イン
ド・イラン語派の言語であるか らその文法構造が根本的に異なるのは当然だ」といった系統
論的アプローチだけでは足 らないことは論 を待たないであろう。なぜな ら、中央アジア とは、
これ らの言語を話す人々がモザイク状に分布 してい る社会であって、過去において言語接触
とい う現象がその至るところで継続的に起 こったことが歴史上明 らかであるのみな らず、現
在 においてもなお こうした主要言語のほか、より話者数の少ない数多 くの言語に加 え、事実
上唯一の全民族 間共通語 として用い られ続けているロシア語 とい う強力 な言語 を加 えた諸
言語 の接触が 日常的に起こっていることが明 白であるか らである。つまり、この地域におけ
る諸言語の変化 と発達、そ して新言語の成立を考 えるに当たっては、上述のピジン ・ク レオ
ール化 とい う現象を含めた 「言語接触」とい う視 点を抜 きにすることはお よそ不可能である
とい う認識が必要なのだ と言わざるを得ない。
6現 在の 中央 アジアにおける多言語使用 の様相
6.1中 央 アジアに おけるコー ドスイ ッチング(codeswitching,コ ー ド切 り替え)に つ
いて
筆者は2002年8月 、ウズベキスタンの首都タシケン ト郊外にある旧高麗人 コルホーズ「ポ
リトオッジェル」(<<HOJIIiTOT,[[eJI>>)に在住す る1937年 前後生まれの高麗人2世 たちの 自然
会話 をビデオカメラに収録 し、分析 した ことがある[柳 田2005]。 「高麗人」とは旧ソ連の う
ちサハ リン以外に住む朝鮮人の自称であるが、これは即ち、1937年 にスター リンの命令で
ソ連極東 から中央アジアに強制的に移住 させ られた朝鮮人 とその子孫たちのことである。
2002年8月 当時、 この旧コルホーズに在住す る高麗人2世 の人々の 日常会話 とは、下記
の ように甚だ しいコー ドスイ ッチングを伴 うロシア語 ・朝鮮語混在パ ロールであるこ とを常
態 とするものであった。
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(バ ク)iill,Aa?1・,,An,ユ71,誓71モ 三E}d/叫6}ス1.Boo6皿eE斗o]モ 守6}モ 三 ノ]1銀 ス1,na?
TaEo重Rope首cl{H且.ユ 朗,ol,o}iユ 入刊o}71,ム 暑 干 ・ 曾,opAHHe.Bo3pacT
πBaA耳aTbJ[BaronaHaBepHoe,o}香 入1石 県o}01殿 二杢.ユo}01TaKaflxopo皿oTaH耳yeT.
OHaTaHHeBI耳H耳aRope首cRo貢TaHIIeBaJIBHoIiaHcaM6JIL「 こ丑 司 」 ♀ 司Acco耳11a取[va
Kope亘cKor・oKyJIBTypHoroIleHTpa,EcTBaHcaM6Jlb,TaHロeBaJIBHL]覚aHcaM6ib「 コ.司 」
且a3bIBaeTcfl.PyKoBoaHTeJIL-Te且MapvaHa叫 子,ユ 司 ユ,TeHMapHHa,pyRoBoAA,
oHaHaMIIocoBeToBaJlaAHHy,H〈{IlonvaToTnen>}38caπHJI,ygacTBoBaJlaB《 〈XCeMqyoKvaHe)〉.
ユ 謝 刈 甘 翌 量 早 日,{}司Ngig早El・HaHa・ ・anayqvTbp[eTeii,・ ・CCTaHaBJ・zBaTb.ユ 謝,




(バク)あ れは前の文化大学 を基盤 にして作った舞踊大学なんだよ。 彼女は舞踊 の一番良い
教育を受けているんだ。 そカ で、アンナの苗字はTkhai、 姓がTkhaiっ てい うんだ。そ う
だ。
(キム)テ 、 テとtiラ 宙i字だよ。
(バク)テ とい うのか?nシ ア誇 で1ま、そカな1、言 ぐとまIXタ イとナるCtbな 戯か。 一 喫
/=タ イとCiラ のぱなCiよ ね?そ うい う朝鮮語は。
そカ で、その、非営だ吉`,子 、22窟 だ そのアンナは。た しか年は22歳 だ。 まだ嫁た 着
庁 っτ`1な61ん 胤 その子力踊 りがすごく上手いんだ。彼女 は、#々 の高麗人文化セ ンター
協会 の1慮 麗1と い う朝鮮舞踊アンサンブルのダンサーなんだ。アンサンブル、舞踊アンサ
ンブルがあって、1葛 麗1と い う・名前だ。指導者は、テン ・マ リーナとひ うんだ』 そノZでそ
の、テ ン ・マ リーナが指導 していて、その人が我々にアンナを推薦 して、「ポ リ トオッジェ
ル」が採用 して、(ア ンナが)「 ジェムチュージナ」(民 族舞踊グループの名。 「真珠」の意)
に参加 したんだ。そ4Zで 三万か ら、今年の三万か6子 供 を教 えて再建 し始めたんだ。そ4Zで
鍔 々の、え一と、正 万とか そ ラClラeSl=着 、Clつだ ったか五万!ご出演 していたよね?端 亭、




この会話サ ンプル のキム ・マ クシム ・ペ トロヴィチ氏 とバク ・イヴァン ・イ ヴァノヴィチ
の両氏(い ずれも仮名)は それぞれ1936年 、1937年 極東生まれであるが、いずれ も生後
まもなく強制移住によって ウズベキスタンに移 り、極東での生活は全 く記憶 してお らず、自
らを高麗人の 「2世」 と称 してい る。 この世代以降の高麗人たちは全ての学校教育 をロシア
語で受 けたため、人 によって程度差はあるが母語である朝鮮語が著 しく衰退 し、ほとんどの
人が 「ロシア語の方が得意だ」と言 う。また、この人々の子供の世代 の高麗人たちはもはや
朝鮮語 を能動的に用いることがほとん どなくロシア語のみで生活 してお り、さらに、孫の世
代である4世 の幼児 たちはもはやロシア語単一言語話者 となっている。このように、こと中
央アジア朝鮮人(高 麗人)に 限って言 えば、上の例の ようなコー ドスイ ッチングとはこの民
族集 団の母語が朝鮮語か らロシア語 に移行するに際 して現れた過渡的な現象であると言 う
ことができる。
しか しなが ら、Myers・Scotten[1993:1]が 明確に述べているように、言語間コー ドスイ ッ
チングを含む会話 とい うものは、一般人の信 じるところとは違 って、主に優勢言語がある言
語か ら別の言語に替わる際の移行段階 として現れ るとい うものではな く、(ち ょうどこの中
央アジア高麗人の例のように)使 用言語が交替の途上にある移 民の多 くがコー ドスイ ッチン
グを行 うとい うとい うことは事実であっても、言語間コー ドスイ ッチングを含む会話 とは多
くの 「固定的な」2言 語使用者 の 日常生活の一部なのである。そ して、次項で示す ように、
このことは中央アジアにも完全に妥当する。
6.2中 央ア ジアの 「固定的」2言 語使用者 によるコー ドス イ ッチング
中央アジア諸国では、ロシア人や若い世代の朝鮮人のよ うな例外を除けば、ほぼ全ての
人々が 日常的に2～3言 語を使って生活 していると言 うことができる。2005年 夏、筆者 は
ウズベキスタンのサマルカン ドにおいて、同地在住のタジク人の家を訪問する機会に恵まれ
た。その 日は祖母の誕生 日だ との ことで多 くの親戚たちが集ま り、イス ラム教徒ゆえに男女
別に分かれてそれぞれ宴会 を行 っていたが、その場では全員が 「身内」であるにもかかわ ら
ずタジク語、ウズベク語、ロシア語 が自在に飛び交っていた。その場で同席 した人々は筆者
が外 国人 ゆえにタジク語や ウズベク語を知るはずがないことを知ってお り、筆者に対 しては
ロシア語だけで話 しかけてきたが、ロシア語は彼 ら同士の間で も頻繁に現れ るのである。ま
た、2007年 秋にはタシケン トで30～40歳 代の ウズベ ク人姉弟の会話 を毎 日観察す る機会
があったが、この姉弟の間で もウズベ ク語 とロシア語がほぼ同等の地位 を占めるコー ドスイ
ッチング会話が行われていた。この姉弟はいずれ もソ連時代にロシア語で授業を行 う初 ・中
等学校 と大学 を卒業 したイ ンテ リであってロシア語に不 自由が全 くない とはいっても、姉弟
間の 日常家事に関す る会話に、筆者の存在 とは全 く無関係 にロシア語が頻繁に現れ るのであ
る。さらに同年キルギスタンの首都 ビシュケクで20～30歳 代のキルギス人姉妹の会話を数
日間観察する機会にも恵まれたが、ここでも事情 はタシケン トの ウズベク人姉弟の場合 と全
く同 じであった。いずれの場合 にも、文の間のみならず、一文 中でのコー ドスイ ッチングま
一44一
東北アジア研究 第13号
で も が頻 繁 に行 われ る の で あ る。 ま た 、 ビシ ュケ ク近郊 の ア レ クサ ン ドロ フカ
(AJIelccaHnpoBlca)村 では ドゥンガン人が全人 口の95%を 占め、同地の初 ・中等学校では
キ リル字による書記法を備 えた ドゥンガン語を教え、かつ一部の授業 を ドゥンガン語 で行 っ
ている。それゆえビシュケクの ドゥンガン人は一般 にタシケン トの高麗人に比べてはるかに
高い水準で ドゥンガ ン語を保持 しているが、それでも、2006年 夏に観察 した限 りでは、ビ
シュケクの ドゥンガ ン人同士の会話 にはロシア語が しばしば混入 し、その様子はウズベク人
やキル ギス人の場合 と大差 がない。一方、彼 らは外国人 である筆者 と話す際にはロシア語 の
みで対応 したが、そのロシア語 は音韻論 レベルでも形態論および統語論 レベルでもタシケン
トの一般 的ウズベク人よ りはるかに標準ロシア語に近いと感 じられた。
7コ ー ドスイ ッチ ングと リング ァフランカ と しての ロシア語、 そ して ロシア語の ピジ
ン化の 間
7.下 高麗 人2世 のコー ドスイ ッチングの特徴
筆者 は、[柳 田2005:136-138]に おいて前出の会話文に現れ るイ ンフォーマン トの うちバ
ク氏(1936年 生まれ)に よる、「ポ リトオ ッジェル」の文化活動に関する長い会話文のシン
タクスを分析 し、この 嘲 鮮語 ・ロシア語混用コー ド」あるいは 「朝鮮語 ・ロシア語混在言
語」とで もい うべきコー ドスイ ッチング言語 においては、朝鮮語の単語が続いていてもロシ
ア語の単語が続いていて も、それ らの分布 と必ず しも一致 しない形で両方の言語のシンタク




(朝→ 日、露→英の逐語訳)[そ してわ がculturecenterAssociationsport--physical
educationandsport一 人気 を引くよ うに、paidattention.]
(日本語訳)「 そ してわが文化セ ンター協会ではスポーツ、体育 とスポーツが人気 が出るよ
うに注意 を払 ってきた。」
この朝 ・露混在文では確かに両言語の単語が現れ、ロシア語部分はロシア語の、朝鮮語部
分は朝鮮語の音韻規則 に従 って発音 されている。しか し、全体のシンタクスは朝鮮語であ り、
しかも、それが固有名詞内部にまで及んでいる。下線部 は呈糾刷日唱到 「文化センター協会」
の完全な朝鮮語→ロシア語逐語訳なのである。
また、筆者 は、この時の調査で、ロシア語の語彙のみか ら成 り立っていても文全体のシン
タクスが朝鮮語である例をもたびたび耳にした。例えば、次の2つ の例の如 くである。これ
は 「ポ リトオ ッジェル」在住の元技師カン ・ヴィク トル氏(仮 名、1938年 ウズベキスタン
生まれ。幼稚園か ら初 ・中等までの教育をポ リ トオ ッジェル内で受 けた)の 言葉であるが、
同氏は長 く軍務に就いていたこともあり、またエ レベー ター技師として ソ連内のいろいろな
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場 所 で働 い た と い う経 歴 の 持 ち 主 で あ る ゆ え に 自 ら朝 鮮 語 よ り も ロ シ ア 語 の 方 が 得 意 で あ
る と明 言 す る の み な らず 、 実 際 に 自 らの 家 庭 内 に お い て 、長 く小 ・中 学 校 教 師 を務 め て い た
夫 人 との 間 で ほ とん ど ロ シ ア 語 だ け で 話 し、朝 鮮 語 だ け で 話 す こ と に は 明 らか に 非 常 な 困難
が あ る人 で あ っ た。
(カ ン)BMecTecMoe且 皿eHo且 幽 旦yqHTeJIBEH耳acero耳H且 八eHLpo瑚eHHH.
(露 → 英 の 逐 語 訳)[TogetherwithmyWifeworkedfemale-teacher七 〇daybirthday.]
(日 本 語 訳)「 私 の 家 内 と一 緒 に働 い て い た 女 の 先 生 が 、 今 日誕 生 日だ 。」
(カ ン)BgepacBaMH塑cTapzKHzKona.重BnaAuMzpoBta・{paHL皿e6HJI
Hpeμce月aTeneMcoceAHeroKoJlxo3a.
(露 → 英 の 逐 語 訳)[「Yesterdaywithyouwassi七tingoldmanNikolaiVladimirovich
formerlywaspresidentofnextkolkhoz」
(日 本 語 訳)「 昨 日あ な た 方 と座 っ て い た年 寄 りの ニ コ ラ イ ・ウ ラ ジー ミロ ヴ ィ チ は か つ て
隣 の コル ホ ー ズ の 議 長 だ っ た 。」
上 述 の よ うに、カ ン 氏 は確 か に 朝 鮮 語 よ り ロ シ ア 語 の 方 を 得 意 とす る 人 で あ っ て 筆 者 との
会 話 も そ の 全 て を ロ シ ア 語 に よ り行 っ て い た の だ が 、そ れ で も カ ン 氏 の 話 す ロ シ ア 語 に は こ
の よ うな 文 が 時 折 現 れ る の で あ る。 これ らの 文 に お い て 、カ ン 氏 は 、下 線 部 の ロ シ ア語 動 詞
「過 去 形 」pa60Tana(「 働 い て い た 」)、czπell(「 座 っ て い た 」)に 朝 鮮 語 動 詞 の 「過 去 連 体
形 」の 役 割 を 担 わ せ て い る の だ と解 釈 す る こ とが で き る。 そ して 、 も し こ の 解 釈 が 正 しけ れ
ば 、 こ の 「過 去 形 」 そ の もの の 形 は 正 し く と も規 範 的 ロ シ ア 語 に お い て そ れ が 連 体 修 飾 語 と
して 用 い られ る こ とは 決 して な い の で あ る か ら、これ ら の文 が 規 範 的 ロ シ ア 語 の 形 態 論 お よ
び シ ン タ ク ス とい う観 点 か ら見 れ ば誤 りで あ る こ と は言 うま で も な い 。ま た 、筆 者 は こ の こ
と と 関連 して 、前 出 の キ ム ・バ ク両 氏 の長 い 対 話 に お い て も 関 係 代 名 詞 が 各 人 と も た っ た!
回 ず つ しか 現 れ な い こ と を 指 摘 し、そ れ が 、彼 らの 話 し言 葉 に は ま だ 関 係 代 名 詞 が あ ま り定
着 し て い な い こ と を示 す 可 能 性 が あ る と し た[柳 田2005二138-139参 照1。
7.2中 央 ア ジ ア の チ ュ ル ク 系 諸 民 族 の ロ シ ア 語 に 共 通 し て 現 れ る 特 徴 に つ い て の 素
描
そ の後 、 筆 者 は2005-2008年 の8～9.月 に そ れ ぞ れ 約20日 間 ず つ ウ ズベ キ ス タ ン とキ ル
ギ ス タ ン の 両 国 を訪 問 す る機 会 が あ り、そ の都 度 ウズ ベ ク 人 、キ ル ギ ス 人 、カ ザ フ 人 等 に よ
る コ ー ドス イ ッチ ン グ 会 話 を 耳 に した 。ど の 民 族 の 人 々 も筆 者 に 対 して は ロ シ ア 語 で 話 す の
だ が 、そ の ロ シ ア 語 を 注 意 して 聞 い て い る と、シ ン タ ク ス に つ い て 高 麗 人 と 同 種 の 非 規 範 的
現 象 が頻 繁 に 現 れ る こ と に 気 づ か ざ る を 得 な か っ た 。気 づ い た ま ま に記 せ ば 、次 の 如 くで あ
る 。
1)(タ シ ケ ン トの30歳 代 ウズ ベ ク人 男 性 場 合)「 私 の 兄 弟 の 妻 」 を表 現 す る の に 、 規 範 的 ロ
シ ア 語 で 唯 一 認 め られ るxeHab1gee1]Q .gpa1a6「 妻 ・私 の 兄 弟 の 」 とい う語 順 で は な く、Moero
g6pa!1axeHa「 私 の 兄 弟 の ・妻 」 とい う語 順 が 普 通 に 用 い られ る。 これ と同 じ語 順 は タ シ ケ
ー46一
東北アジア研究 第13号
ン ト郊外の旧高麗人 コルホーズの高麗人1世 ・2世 において も見 られ る。筆者は2001年 に
前出 「ポ リトオ ッジェル」か らほど近い位 置にある旧コルホーズ 「スヴェル ドロフ」を訪れ、
1928年 極東生まれの老人 リ ・チ ョル ポ氏(仮 名)が その朝鮮語 ・ロシア語 コー ドスイ ッチ
ング文の中で 「私の孫の妻」を_阻eEa「 私 の孫の ・妻」 と表現す るのを聞いたこ
とがある。 また、上出のバ ク氏 も
(バク)ユ 司,AHHaaMvanvafi-Txa丘,刈o]Txa首,ユ 胡.
(日→朝、露→英 の逐語訳)[そ れで、△塑一(is)Thai,姓 がTkhai,そ うだ。]
(日本語訳)「 それで、アンナの苗字はTkhai、 姓がTkhaiっ てい うんだ。そ うだ。」
[杉口田2005:137]
とい う文を口に している。ここで高麗人 とウズベク人の3人 に共通するのは、規範的ロシア
語においては連体修飾語 として用い られる名詞 の生格は被修飾語名詞 に後置 されねばな ら
ないのに反 して、ウズベク語や朝鮮語(そ して 日本語)と 同様に被修飾 語名詞に前置 されて
い るとい うことである。タシケン トのウズベ ク人 と高麗人のほか、ビシュケクのキル ギス人
についても、この(Moero)6paTa賦eHaや(Moeta)cecTpLIMy}E「(私 の)姉 妹の ・夫」といっ
た語順を しば しば耳に した。2人 の高麗人の場合にはそれに加 えて名詞が生格の形になって
お らず主格のままであるとい う違いが存在するが、これは、リ・チ ョルポ氏 は物心ついた以
降に極東か ら移ってきた高齢の高麗人1世 であって ロシア語名詞の形態論や統語論 を不完
全にしか習得 してお らず 、またバ ク氏の場合は2世 とはいっても幼少期に朝鮮語のみ を聞い
て育 ち、インテ リであって書き言葉にすべてロシア語 を用い るのはもちろんのこと日常会話
です らロシア語 の方が得意になっているとはいって も、この ようなコー ドスイ ッチング言語
での会話 の際には ロシア語名詞 の曲用 にあま り注意 を払っていないためであると説明すべ
きであって、彼 らの母語である朝鮮語 とウズベク語およびキルギス語 とい うチュル ク語 との
差異に帰すべき現象ではないと考えるべきであろ う。ここで注意を払 うべきは、修飾語 とな
る名詞が生格の正 しい形 を取っているか否かではな く、ロシア語の規範に反 して被修飾語に
前置 され、それが少な くともタシケン トや ビシュケクの非 ロシア人の話 し言葉では広 く受け
入れ られているとい う事実である。
2)ま た、このことと同様に、中央アジアの ウズベ ク人やキル ギス人の話す ロシア語 におい
ては、特 に従属文 を導く接続詞の位置について、話 し手の母語であるチュルク語の影響によ
って発生 した可能性のある、ロシア語の規範に甚だ しく反す る驚 くべき現象が観察 され る。
例 えば、次の会話の下線部に注 目されたい。これは、筆者が2008年9Hに ウズベ ク人青
年 とともにキルギスタンからタシケ ン トに帰 り、空港から町中へ向か うタクシーの中で実際
に耳にした会話である。
(ウズベ ク人青年)BLIcxB皿aava,uToBKIIpm3cTaHeIleHaE[a6eH3xHyoicecHII:lcaeTcfl?
「キルギスタンではも うガ ソリンを値 下げ してるってい うのを聞きま したか。」
(タクシー運転手)HeT.3JEecBHao60poT,UeHaHa6eH3HHIIoBsl皿aeTcfl.
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「い い え。 こ こで は 逆 で す ね。 ガ ソ リン の 値 段 は 上 が っ て ま す よ 。」
(ウ ズ ベ ク 人 青 年)一qTo?BKaoKJIoiicTpaHeMzpacHvaoKaroTlleHyHa6eH3vaH,aB
y36eKXCTa且eエ[OBb皿aH〕T?
「え え?世 界 中 ど の 国 で も ガ ソ リ ン を値 下 げ して る っ て い うの に 、 ウ ズ ベ キ ス タ ン で
は値 上 げ して る ん で す か?」
(タ ク シ ー 運 転 手)BonBHaffCTpaHampooo,
「病 気 の 国 で す か らね 。」
ウ ズ ベ ク人 青 年 と 当初 ウ ズ ベ ク 語 で運 賃 の 交 渉 を して い た と こ ろ か ら見 て 、こ の タ ク シ ー
運 転 手 は ウズ ベ ク人 で あ る 可 能 性 が 高 い 。 こ の 会 話 の 最 後 の 文 に現 れ るIIOTOMyqTOと い う
語 は英 語 のbecauseに 相 当 す る 従 属 接 続 詞 で あ り、 従 属 文 の 最 初 に 立 つ こ と が義 務 的 で あ
る 。 少 な く と も ソ連 崩 壊 以 前 の モ ス ク ワ の ロ シ ア 語 で あれ ば こ の よ うな位 置 にnOTOMyUTO
を 置 く こ とな ど到 底 考 え られ ず 、 こ の文 脈 で 許 され る の は 、 例 え ばBenLの よ うな 理 由 を 表
す 接 続 詞 を 文 頭 に置 く文 以 外 に は 、 お そ ら く、 英 語 のsoやtherefbreに 相 当 す る 語 を 用 い
た 、
Hy,3To60JILHaEcTpaHa,旦 塑_「 い や あ 、 こ こは 病 気 の 国 で す よ。 そ れ だ か ら… 」
とい っ た 非 完 結 文 の み で あ ろ う。
ま た 、2005年 夏 、 筆 者 は タ シ ケ ン ト出身 の タ ター ル 人 女 性(20歳 代)が 旅 先 の ビ シ ュ ケ
ク で 、 キル ギ ス 人 運 転 手 に 向 か っ て 次 の よ うな 従 属 文 を 口に す る の を 耳 に した こ とが あ る。
BqepaMLIBroponeryπsnva1ggzga,...「 昨 日私 た ち が 町 を 散 歩 して い た 時 に 、」
こ の 文 は 、 「時 」 を 表 す 従 属 文 を導 く 、 英 語whenに 相 当す る接 続 詞Komaを 従 属 文 の 文 末
に 置 い て い る とい う点 で 上 出 の タ シ ケ ン トの タ ク シ ー 運 転 手 の 発 話 と 同 様 に 著 し く非 規 範
的 で あ る。そ して 、も ち ろ ん ロ シ ア の標 準 ロ シ ア 語 とい う観 点 か ら見 れ ば い ず れ も到 底 許 容
で き な い 「誤 文 」 で あ る 。 この よ うな 文 は 、 タ シ ケ ン トの チ ュ ル ク 系 非 ロ シ ア 語 母 語 話 者 で
あ っ て も 、ロ シ ア 語 教 育 を 十 分 に 受 け た者 で あ れ ば 「誤 り」で あ る こ と に気 づ く よ うで あ る。
し か し な が ら、重 要 な の は 、そ れ が 「誤 り」 で あ る か否 か で は な く、 こ う した 極 め て 非 ロ シ
ア 語 的 な 語 順 の 文 が 自然 会 話 に 実 際 に 現 れ 、そ れ が 同 地 にお い て 社 会 生 活 上 、少 な く と も 「口
語 」 と して は許 容 され て い て 、 ま た何 よ りも 、 それ が 、チ ュ ル ク語 話 者 の み な らず 、母 語 の
語 順 を ほ とん ど 同 じ くす る 日本 語 話 者 に も(し た が っ て 、当 然 、朝 鮮 語 話 者 に も)容 易 に理
解 さ れ う る とい う事 実 で あ る と筆 者 は 考 え て い る。
筆 者 は タ シ ケ ン ト 出 身 の カ ザ フ 人 ロ シ ア 語 教 育 学 者 ジ ュ ス ポ フ ・マ ハ ン ベ ト氏
(2][?Kycyl[OBMaxaH6eT,ウ ズ ベ キ ス タ ン 国 立 世 界 言 語 大 学 教 授 ・ロ シ ア 語 講 座 長 、 文




「私 の姉 の 夫 が 初 め て タ シ ケ ン トに 来 た 時 、 彼 は 町 の 巨 大 さに 驚 い た 。」
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とい う、完 全 に 日本 語 や 朝 鮮 語 と同 じ語 順 の 文 を試 しに 作 っ て 聞 か せ 、 これ に っ い て ど う思
うか と訪 ね た と こ ろ 、 「よ く分 か る が 、 語 順 が 誤 っ て い る」 と の 答 で あ っ た 。 これ が も しモ
ス ク ワ の ロ シ ア語 教 育 学 者 で あ っ た な らば 、非 常 に 異 な る反 応 を 示 した で あ ろ うこ と は想 像
に難 くな い。 つ ま り、 こ の よ うな 文 は 「誤 り」 と され て は い て もチ ュル ク 系 言 語 の 話 者 に と
っ て は十 分 に 理 解 可 能 で あ り、 しか も、 多 く の 人 々 が 実 際 に 用 い て い る の で あ る。現 に 、 こ
の ジ ュ ス ポ フ 氏 自身 が 上 出 の タ シ ケ ン トの タ ク シー 運 転 手 と同 様 にnOTOMyqTOを 文 末 に 用
い て 「… だ か ら。」 と い う意 味 を表 させ る文 を 口に す る の を筆 者 は こ の 時 耳 に した 。
3)さ ら に 、既 に[柳 田2005:139]に お い て も記 した こ と で あ る が 、 ウ ズ ベ キ ス タ ン の 非 ロ シ
ア 語 母 語 話 者(高 麗 人 を 含 む)の 話 す ロ シ ア 語 で は 、
rlepecTpoiiKa」KSgggaoaHariaJiacb,...「 ペ レ ス トロイ カ が 始 ま っ た 時 、」
[Perestroikawhenbegan,.,.]
BoiHa1sQo1uaRoHzlzπaCB,...「 戦 争 が 終 わ っ た 時 、」
[Warwhenended,...]
ORHo1ggZga6LIJIooTKpblTo,...「 窓 が 開 い て い た 時 に は 、」
[Windowwhenwasopen,...]
の よ うな 特 異 な 語J頂が 頻 出 す る。2008年 秋 の ウズ ベ キ ス タ ン ・キル ギ ス タ ン 訪 問 時 に も極
め て 頻 繁 に こ の 語 順 を耳 に した 。 例 え ば 、 次 の 如 くで あ る。
H工塑 ≧pa60TaK),...
[Iwhenamworking,...]
あ ま りの 頻 繁 さゆ え に 筆 者 自身 も この 語 順 に 全 く 不 自然 さ を感 じな くな っ た 結 果 、そ れ に
「釣 り込 ま れ 」そ うに な り、せ め て 自分 だ け は こ の語 順 を使 わ な い よ う努 力 せ ね ば な らな か
っ た ほ どで あ る。HRorJ[apa60Tamの よ うな 従 属 文 は 、 も しそ の 後 に 主 語 を 同 じ くす る 主
文 が 来 る の で あ れ ばHが 全 体 の 主 語 とみ な され 、一 方Kornapa60Taroは 主 文 の 中 に 「挿 入 」
され た も の と考 え られ て 、辛 う じて 標 準 ロ シ ア語 の 規 範 に合 致 す る か も しれ な い 。 しか しな
が ら、 中央 ア ジ ア で は 、 そ う した 場 合 に 限 らず この よ うな 語 順 が 頻 出 す る の で あ る。
同 じ こ とは 英 語ifに 相 当 す る 「条 件 」 の 従 属 接 続 詞ec朋 に つ い て も言 うこ と が で き る。
例 え ば 、
H旦 ⊆巫Hoe耳yBflHOH互[]K),.,.
[11fgotoJapan,...]
の 類 で あ る が 、 規 範 的 語 順 と の 関 係 に つ い て は 、 こ れ につ い て も 上 のRomaに つ い て 述 べ
た の と全 く 同 じ こ と が 言 え る。 そ して ま た 、 そ の 出 現 頻 度 は 極 め て 高 く、 む しろecnvaが 標
準 ロ シ ア 語 の 規 範 通 り に従 属 文 の 文 頭 に 立 つ 文 よ り も頻 繁 に 現 れ る の で は な い か と さえ 思
わ れ る。
7.3中 央 ア ジ ア に お け る ロ シ ア 語 の ピ ジ ン 化 に 関 す る 試 論
以 上 、 これ ま で の 数 年 間 に ウ ズ ベ キ ス タ ン ・キ ル ギ ス タ ン 両 国 で 観 察 し た現 象 を 覚 え 書 き
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程度 に描写 したが、これ らを社会言語学上 どのよ うに位置付 けるべきなのかについてはチュ
ルク諸語や タジク語の文法構造 をも視野に入れた厳密な考察が必要であることは問違いな
いであろ う。中央 アジアのチュルク系言語話者やタジク人たちにとってロシア語は 日常の言
語生活に欠 くことのできない言語であって、た とえそれを母語 としていなくとも、それが 「外
国語」ではないことは明 らかである。 これは、 トルス トイの 『戦争 と平和』に描かれてい る
よ うな露 ・仏 コー ドスイ ッチ ング言語 を話 していた19世 紀のロシア貴族に とってフランス
語 はもちろん 「外国語」ではなく、む しろロシア語の文体の1っ であった とい うことと似た
現象であるとい うことができるであろ う。 しか しなが ら、現在の中央アジアには、19世 紀
のペテルブル グやモスクワの貴族社会とは決定的に異なる点がある。それは、中央 アジアが
広大な他民族 ・多言語地域 であるとい う地理的条件であ り、また、現にソ連崩壊後現在に至
るまで多 くのロシア人がこの地を去 り続け、またロシア語 しか話 さない若い高麗人たちも多
くが進学や就職等のためにこの地を去 り続 けているにもかかわらず、少なくとも2008年 現
在 においては、ロシア語が、民族間 ・同一民族内を問わず、また母語や貧富の差をも問わず、
非ロシア語母語話者 たちによって用いられ得る唯一の 「リングァフランカ」として存在 し続
けているとい う現実である。 しか し、また一方では、この地域 の多言語使 用の現状 と今後 に
ついて考察す るに当たっては、この地域においてはタジク語(お よびその他のイ ラン系少数
民族言語や話者 が極少に とどまる朝鮮語、ドゥンガ ン語等)を 除 くほとん どの言語 がチュル
ク系言語であってその間の差異はそれほ ど大きくなく、母語間であって さえかな りの意思疎
通が可能だとい う要素をも決 して軽視す ることはできない。
7.2に おいて この地域 のロシア語に見 られる非規範的現象を一瞥 したが、中央アジアにお
いて コー ドスイ ッチング言語 を話 している人々のロシア語に見 られるこれ らの諸特徴 と、先
に述べた ピジン・クレオール化や限定 ピジンにおける「語彙入れ替 え」との関係 につ いては、
上記諸要因を考 えに入れた、より深い観察 と慎重な考察が必要であると考 えねばならない。
ここではあくまで 「試論」にとどめざるを得ないが、7,2の1)～3)に おいて述べた現象は
ロシア語の 「ピジン化ゴの一環であると言 うことができるか とい う問題について少 し触れた
い。1)に おいて記 した連体修飾語 としての名詞生格 の前置は、ウズベキスタン ・キルギスタ
ン両国にお いて民族の別 と関わ りな く非常に広範 に見 られ る現象であ る。-
xe且a「私の兄弟の ・妻」とい う語順にっいて前出の30歳 代 ウズベ ク人青年 に尋ねたところ、
「書 く時にはそ う書かないが、話す ときはそ う言 うのが普通だ」とのことであった。高齢の
高麗人2名 の場合には格変化が行われてお らず主格のままであ り、若い ウズベ ク人の場合は
形態論的には正 しくロシア語名詞の生格の形 を取 っているにもかかわ らず語順が ウズベ ク
語 と同じであるとい う現象は、一見、通常のピジン化のプロセスとは逆であるかのよ うに見
える。しか しながら、これについて考察するに当たっては、高麗人 にせ よウズベ ク人にせ よ、
ス ター リン時代以降に学校教育 による強力な ロシア語化 が進め られたとい う事実を無視 し




であって、老人のロシア語が若い人々に比べてより 「非規範的」であるとい うことには何 ら
の不思議 もない。
前出のタシケン ト出身カザ フ人 ロシア語教育学者 ジュスポフ ・マハンベ ト氏は 「中央アジ
ア ・ロシア語には ピジン ・クレオール化 とい う現象は今のところ起 こっていない。 しか し、
今後起 こる可能性は十分にある」との見解 を話 し、その理由 として、各国 ともロシア語教育
の水準が低下 していることを挙 げていた。確かに 「今後(一 層の)ピ ジン ・クレオール化が
起 こる可能性がある」とい うことについては、筆者 も同 じ見解 を持っている(注13)。 しか し
なが ら、ソ連時代 といえども、中学校相 当段階で学校を卒業 して就業 したために教育による
ロシア語化が不十分であった人々は非常に多かったのであって、そ うした人々が語形変化の
ない、あるいは誤 った語形変化をさせ、チ ュルク語 と同 じ語順で語彙 を配列 したロシア語 を
話す としても何 ら不思議はない。ソ連時代 に初 ・中等教育を終 え、さらに全ての講義 をロシ
ア語で行っていた時代に理系の大学を卒業 した前出の30歳 代 ウズベ ク人青年で さえ連体修
飾語 としての生格の前置 について「話す ときにはそれが普通だ」と語っている とい うことは、
この語順がこの地域 での口語 ロシア語ではむ しろ 「当然」となっていることを示す と言った
としてもあながち誤 りではなかろ う。こう考 えると、ジュスポフ氏の見解 とは異な り、筆者
には、ソ連時代 を通 じてロシア語の ピジン化の芽はあったが、学校教育によって辛 うじてそ
れが抑えられていたのだ と考えるべきだ と思われ る。そ して、今後の学校教育 の推移によっ
てはこのたがが外れ、語 の完全な不変化化、チュルク語の語順 に従 った語順の固定化 とい う
「真正の」 ピジン化が進む可能性があると考えられるのである。
7.2の2)と3)に っいても1)と 同様のことが言 えるであろう。
BqepaMHBropoμeryπ ∬皿H蟹,_「 昨 日私たちが町を散歩 していた壁に、」
BoπLHaHCTpaHa_.「 病気の国ですからね。」
といった文は、全部の語彙がロシア語であると言っても、それぞれKornaとnOTOMyUTOを
(チュル ク語 のシンタクスにならって)日 本語の 「ときに」、「から」と同様の位置に置いた
文である と解釈す ることが可能である。もし今後 このよ うな語順が許容 され、さらにそれが
この地域の 口語 ロシア語では 「当然」だとみな され るに至れば、それは確かにロシア語 のピ
ジン化の一環であると言 うことができる。
一方、
Hepec7po甑a遡HaqaπacB,_「 ペ レス トロイカが始まった時、」
の ように文頭 から2番 目の位 置にrcomaが 立っ とい う語順が極めて頻繁に見 られる とい う
事実については、今のところ筆者 はその原因を確認す るに至っていない。 しか し、次の文を
H,pegzgapapo61arp,_「 私は、仕事を している時には、…する。j
SVSV
と(つ ま り、Eornapa60Taroが 文頭にある主文の主語 と、主文の述部の間に挿入 されてい
ると)解 釈す ることが許 されるな らば、そこか らの類推でrCOVIIaが 文頭 にある主語の直後
に置かれるようになったのだと解釈することが可能であるか もしれ ない。この考えはあ くま
一51一
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で憶測の域 を出ていないが、しか し、Roraaが 従属文の末尾 に置かれるにせ よ、あるいはこ
の文のように文頭から2番 目の位置に置かれるにせ よ、それは確 かに極めて非規範 ロシア語
的現象であ り、もしそのいずれかが 「誤 り」であるとの評価 を脱 し、一般にこの地域 の口語




については、ec朋 を 日本語の 「ば」や 「た ら」ではなく 「もし」に相 当す る語だ と誤解 し
た とすれば説明できる可能性 がある。 「私がもし日本に行った ら、…」 とい う語順は全 く自
然な ものである し、また、ウズベ ク語 には 「もし」に相 当す る語があ り、それは文頭に限 ら
ず、日本語の 「もし」と同様に文頭か ら2番 目の位置 に立つことも多い ようなのである。上
のKomaの 場合 と同様にこれも非規範 ロシア語的現象であることに変わ りはな く、この語
順がこの地域の 口語において一般に 「当然」であると評価 され るに至れば、これ も1コシア語
の ピジン化の一環であるとい うことができる。
最後に、ピジン化の重要な 「指標」とすべき語 の 「不変化化」について触れなければなら
ない。現在 までのところ、筆者は ウズベキスタンでもキルギスタンで もロシア語の用言や体
言を完全に不変化 として しまったロシア語 を話す者を見たことはない。意外なことであるが、
上述のよ うに驚 くべ く非規範的な、 「チュル ク化 されたロシア語」 と言っても過言ではない
ような語順 を用い る者であっても、ロシア語の語形変化 をよく保っている。 しか し、今後の
学校教育の推移 によっては、「不変化化」 とい う現象が起 こる可能性 も十分にあると言わ ざ
るを得ない。特に ロシア語の体言の語形変化 は相 当に複雑であるが、そのことによって単文
の枠内ではS+V+0で もS+0一 トVで も0+V+Sで も許容 されるとい う語順の 「自由
さ」が担保 されている。しかし、一般にウズベク人の話す ロシア語を聞いてい るとチュル ク
諸語や 日本語、朝鮮語 と同様のS十 〇十Vと い う語順がロシア人の場合 と比較 してはるかに
頻繁 に現れるとい う印象を受ける。このことは、彼 らがロシア語を話 している時であっても
その基盤 には母語であるウズベ ク語があるとい うことを示すものであり、また、上述のよ う
に従属複文においては現時点で既 に極めて非 ロシア語的な語順が現れているのであるか ら、
もし今後学校教育での ロシア語教育が残 り、しかも現在のようにお ろそかになったまま推移
するとすれば、確かにロシア語は本格的なピジン化の時期 を迎え、チュル ク語の語順に従っ
て語順が固定化 され、体言の不変化化が起 こる可能性は十分にあると言わねばな らない。な
ぜな ら、いずれのチュルク語も他 民族の反発ゆえに 「中央アジア標準チュルク語」とい う地
位 を獲得す ることなどは到底不可能であ り、ロシア語が必要であることには恐 らく今後 も変
わ りはないか らである。こうした意味で、前出のロシア語教育学者 ジュスポフ氏が言 ってい
たことは正 しいだろ うと筆者 にも思われ る。
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8終 わ りに 一 中央ア ジア ・ロシア語 の今後 について
ウズベキスタンでは独立語 ウズベ ク語を公用語化 し、さらに一時期には親米反露路線を取
って ソ連否定の教育を強めた。この時期、同国は多民族国家の共通語 としてロシア語の代わ
りに英語を普及 させ ようとの無謀な試みを行ったが、これはもちろん失敗に終わった。英国
植民地だったわけで もなく、国内に英語話者な どいない同国において英語 を話 さなければな
らない必然性 も英語 を話す機会 も全 くないことを同国はす ぐに悟 らねばな らなかったので
ある。それ とたまたま時を同じくして同国 と米国との関係が悪化 し、同国は駐留米軍を追放
して再び親露路線 に戻ったのだが、先述のよ うに経済状態の悪 さゆえにそのロシア語教育は
悪化 したままである。今 日、同国では一時期の反露 ・ウズベク語偏重政策 ゆえに全 くロシア
語 を解 さない大学生が発生す るに至ってい る。首都タシケン トの中に全 く言葉の通 じない同
国人が数多く存在す るとい う事態が生まれ、その度合いは年ごとに悪化 している。このよう
な状況下において、同国で も共通語 としてのロシア語の重要性 を再認識す る機運が高ま りつ
つあるが、先述の ように経済状態の悪 さゆえに以前のように民族 間共通語 としての実用 に耐
え うる程度 のロシア語教育を行 うことがで きるか否かは不明である。
キルギスタンではロシア語について ウズベキスタンのよ うな排 除政策 を採った ことはな
く、ビシュケクではタシケ ン トに比べて一般市民のロシア語の能力が高い と感 じられる。し
か し、2008年 現在 、同国は経済状態が極度に悪化 してお り、ロシア人のみな らず多数のキ
ルギス人までもが ロシアやカザ フスタンに移住 して しま うとい う事態に至っている。ビシュ
ケ クの キル ギス 国立 民族 大 学(注14)国 際 関係 学部 専任 講 師オ モ ロ ヴァ ・ジナ ラ氏
(OMOPOBA21EmHapa,国 際法 ・日本政治専攻)か ら聞いた ところでは、このような状況
下においてロシア語教育 を含 めた学校教育の置かれた条件の厳 しさはウズベキスタン と変
わ らず、それ ゆえ大学生のロシア語能力 も低下 しているのだとい うことである。両国のいず
れについても、ロシア語が以前の ように民族間共通語 として生き続け、国民が ロシア語のテ
レビ ・ラジオ放送 を十分に理解 し、またロシア人と自在 に話をす ることができる(ロ シア人
が彼 らのロシア語 をどう評価す るかは別 として)と い う状況が今後 も続 くのか、それ ともロ
シア語が本格的に ピジン化 して 「チュルク ・ピジンロシア語」とでも呼ぶべきピジン語が発
生するのか、あるいは完全に消滅 して しま うのかについてはこのように両国の政治 ・経済情





(1)本 稿 の前半部分(1～5)は 、平成17年 度～平成18年 度科学研究費補助金(基 盤研究
(C)、研究代表者柳 田賢二、課題番号17520248)f現 代中央アジア少数民族 にお ける言
語接触 に関す る研究」研究成果報告書(平 成19年5月 刊行)に 掲載 した拙稿 「ピジン
にお ける二重語一言語接触における 『語彙入れ替 え』の可能性に関す る試論一」にそ
の後の知見を加 えて大幅加筆修正 した ものである。 また、後半、特に6.2以 降の部分
は、平成19年 度～平成21年 度科学研究費補助金(基 盤研究(C)、研究代表者柳 田賢二、
課題番号19520324)f現 代中央アジア諸国における民族 間共通語 としてのロシア語の
地位に関する比較研究」による2007年 一2008年 の現地研究で得 られた知見 を基に、全
て今回初めて稿 を起 こしたものである。
(2)本 稿執筆にあたっては、上記2っ の科研費のほか、平成13年 度～平成14年 度科学研
究費補助金(基 盤研究(C)(2)、研究代表者柳 田賢二、課題番号13610353)「 旧ソ連高麗
人の民族文化の継承 と変遷に関す る研究」による現地研究によって得 られた知見の一
部をも活用 した。
(3)こ こで用いる 「限定 ピジン」、「拡大ピジン」等の用語 は、[ト ッ ド1986】 に従ったもの
である。社会言語学の古典的名著 と呼ぶべき[ト ラッドギル19751は その第7章 「言語
と地理」において言語のピジン化 とクレオール言語の発生およびクレオールが再び ピ
ジン化 した例にまで触れ、 さらにはジャマイカの言語状況を例に、同 じ地域 で完全な
英語基盤ク レオールか ら完全な標準英語 に至る多くの連続的な雷語変種が話 されてい
てクレオール とその言語社会にお ける権威語(こ の例では標準英語)と の間に画然 と
した境界線 を引 くことができない とい う特質 を持つ 「社会階級方言連続体」(ト ッドの
用語では 「ポス ト・クレオール連続体」)と い う重要な現象 にまで論及 している。 しか
し、[トラッ ドギル1975]に おいては、本稿で論ずる西欧語基盤 ピジンの相互類似の説
明の一つ としての 「語彙入れ替え説」について触れ られてはいても 「限定 ピジンiと
「拡大 ピジン」の区別 自体がな されてお らず、また本稿 において重要なテーマを成す
限定 ピジンにおける二重語の顕著な存在およびその役割 についても触れ られていない。
このため、[ト ラッ ドギル1975】 が 「語彙入れ替 え説」について同書の最後でそれが主
張される根拠までをも記 していても、この説の現実性について読者は疑問を持た ざる
を得 ない。本稿の前半部の主眼点は、{トラッ ドギル1975似 後に提出された学説や知
見を基にして この説 の現実性 を立証す ることにある。
(4)[ト ッド1986:153】 にある訳者 田中幸子氏による訳注によれば、ネオメラネ シア語 は
1975年 にパプア ・ニュー一ギニアが独立 した後、正式に 「トク ・ピシン(TokPisin)」
と呼ばれてい る。同国の公用語は英語であるが、およそ300万 人の住民の うち、75万
か ら100万 の人々が トク ・ピシンを話す とい う。最近の言語学書ではもはや この言語
を 「トク ・ピシン」 と呼ぶのが普通になっているが、本稿 では[ト ッ ド1986]か ら多 く
の図表や用例を引用す る必要があるので、敢えて[ト ッド19861で 一貫 して用い られて
いる 「ネオメラネシア語」 とい う旧称 をそのまま用 いる。
(5)ネ オメラネシア語のmipelaとyumiの 対立を[ト ッド1986:32]の 表では 「複数」対 「両
数」としているが、その一方で[ト ッド1986:311の 本文ではこれを 「除外的(exclusive)」
対 「包括的(inclusive)1の 対立 としている。また【トッ ド1986:33】 にある例文でもyumi
には 「私たち(あ なた と私)」、mipelaに は 「私たち(私 と他の人)」 とい う訳がつけ
られてお り、さらに、yumiは 明 らかにyouとmeが 結合 してできた語であることか ら、
本稿では[ト ッ ド1986:31]の 本文にある解釈 に従 って表における表記を改変 し、
mipelaを 「exclusive(除 外的)」、yum、iを 「inclusive(包 括的)」 として転載 した。な
お、[トッ ド1986:33]に おいても言及 されているように、ネオメラネ シア語 の話者 とな
った土着の人々が元来話 していたア ウス トロネシア(Austronesian)諸 語には 「除外
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的(exclusive)」対 「包括的(inclusive)」の対立が共通 して存在することは注 目に値する。
(6)引 用文献に挙げた邦訳では 「それは とても難 しくはない」 としてあったが、この表現
は 日本語 として若干不 自然なので 「それはさして難 しくはない」に改めた。
(7)saberは 「知っている」 とい う意味のポル トガル語動詞、pequenoは 「小 さい」 とい
う意味の形容詞である。
(8)こ れは、中央アジアのuシ ア語を考えるに当たっては重要な現象であ る。表7に よれ
ばikkeは ノル ウェー語起源の語であ り、しかもル ッセ ノルスクにはフィンラン ド語起
源の語彙 はごく少ないのにシンタクスにフィンラン ド語の影響だ としか説明できない
現象 を含んでいる とい うのである。 これは、後出の中央アジア ・ロシア語にチュルク
語 の影響だ としか考え られない語順が現れるのとよく似た現象である。
(9)ル ッセ ノルスクにおけるこのrasと い う語は、「回」を意味す るロシア語raz(pa3)に 由
来することが一見 して明らかであるが、ベ リコフ、クル ィシンは【BenLKOBB.H.,
KpbiczHJI,H2001:127]の 脚注において、この語を含むstararas(直 訳すれば 「古い
回」)と い う句が 「昨 日」 とい う意味で用い られていたことに触れている。
(10)こ こに現れてい るli(nva)はロシア語のyes・no疑 問文において任意的に用い られる疑問
の標識であるが、ベ リコフ、クル ィシン[BenbKoBB。H.,KpbicvaHJI.H.2001=128]の
脚注に よれば、ル ッセ ノルスクでは事実上疑問の意味を表 さなくなり、形態素の地位
を失 っていたとい う。
(11)筆 者(柳 田)は 、この文献については未見。
(12)[柳 田2005]に おいて、朝鮮語 ・ロシア語混用パ ロールの 日本語訳の作成に際 してはな
るべ く逐語訳となるよ う心がけたが、特に朝鮮語 とロシア語が混在 している場合には
逐語訳 とすることに非常な困難があ り、 これを完全に達成することはできなかった。
また、 ロシア語部分に対応する訳は立体字 で、朝鮮語部分に対応す る訳は斜体太字で
表記 して区別 したが、単語はロシア語で もシンタクスが朝鮮語であるような文も多い
とい う理由ゆえに、この区別 も完全な ものにはなり得なかった。
(13)ウ ズベ キスタン ・キルギスタン両国の大学教員に聞いた ところでは、初 ・中等学校で
のロシア語教育の質が低下 してい るのはロシア人がロシアに帰ってその人数が減 って
いるとい うことよりも、む しろ、国の経済状態の悪 さゆえに教師の給与が最低限度の
生活 を維持す ることす ら困難なほどに低 く、教師 自身の質が落ちてい るせいであると
い うことであった。っま り、ウズベク人やキルギス人でも優秀なロシア語教師はいた
が、そ うした人々は有能 さゆえに教壇 を去って別の職に就 き、一方、あま りの悪条件
ゆえに教職志願者 自体が少なく、優秀な若者が教師にならないからだ とい うのである。
こ うした状態でロシア語教育が行 われ、また一方で民族間共用語 としてのロシア語の
必要性が存在 し続けるのであれば、今後、ロシア語の語彙を用いるが語形変化がなく、
また、語順はチュルク諸語 と全 く同じであって標準 ロシア語 とは全 く異なるとい う真





て、 さらに財務上完全な 「国立」ではなくなったためにこのように改称 された もので
あるとい うことである。 この大学では全ての講義をロシア語で行ってお り、また格別
の民族教育を行っているわけではないので 「民族大学」 と訳す ことには若干問題があ
るが、上述 のような名称変遷の経緯を踏 まえ、あえて このよ うに訳す ことにす る。な
お、rocynapcTBeHHHptか らHallHo且anbHLInへ の大学名改称 とい う同種の現象は、カ
ザフスタンでも起 こっている。
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